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スノーボーダーの松本遥奈選手、新千歳空港
のコーンパンがお気に入りで時間があれば並
んで買っているそうです。「頑張ります」との
挨拶に大きな声援が飛んでいました。

農協事業に多大な貢献を賜った方々を表彰さ
せて頂きました。

ミュージカルの声量はまさしくプロ。アトラ
クションは会場から大きな拍手に包まれまし
た。小松春佳さんのファンが増えそうです。

感謝状、表彰状の贈呈
▲上記の個人、団体組織に贈呈
いたしました。

記 念 事 業

　

当
Ｊ
Ａ
が
事
業
の
１
ペ
ー
ジ
を
記
す
草
創

は
、
昭
和
22
年
の
農
業
協
同
組
合
法
の
公
布
を
受

け
、
翌
23
年
２
月
11
日
に
設
立
総
会
を
開
い
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
当
初
事
業
を
開
始
し
た
も

の
の
実
質
的
に
は
、
前
身
で
あ
っ
た
農
業
会
の

精
算
処
理
に
傾
注
す
る
一
方
、
終
戦
後
の
混
乱

し
た
社
会
と
疲
弊
し
た
経
済
情
勢
の
下
で
、
農

業
者
自
ら
の
組
織
と
し
て
発
足
を
し
た
も
の
の
、

そ
の
農
協
運
営
は
困
難
を
極
め
設
立
か
ら
、
数

年
間
は
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、

道
内
各
地
の
設
立
後
間
も
な
い
農
協
組
織
の
大

半
が
経
済
の
行
き
詰
ま
り
や
経
営
不
振
に
見
舞

わ
れ
た
と
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
と
史
実
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

協
同
の
歴
史
を
積
み
重
ね
た
先
人
の
、
筆
舌

に
代
え
が
た
い
試
練
の
上
に
当
Ｊ
Ａ
は
創
立
70

年
の
星
霜
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾
多
の

辛
苦
や
困
難
、
風
雪
に
耐
え
、
協
同
組
織
の
持

続
的
な
発
展
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
、
先
輩

諸
兄
の
使
命
感
溢
れ
る
協
同
組
合
運
動
の
推
進

に
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
処
で

あ
り
ま
す
。
70
年
の
歴
史
を
位
置
づ
け
新
た
な
出

発
点
に
向
け
3
月
20
日
Ｊ
Ａ
3
階
大
ホ
ー
ル
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
Ｊ
Ａ
綱
領
の
朗
唱
に
続
い
て
熊
谷
代
表
理

受賞者
…………………………………2 名

………………………………20 名

…………………………………7 名

………………………………10 名

…………………………………2 名

………………………………3 組織

…………………………………2 名

………………………………31名

…………………………………9 名

◆特別功労者 ( 歴代組合長 )

◆永年勤続元役員

◆永年勤続役員

◆農業振興功労者

　( 作目別功労及び生産部会長永年功労 )

◆組織活動協力者

◆組織活動協力団体

◆元職員／職員

　歴代参事

　永年勤続元職員

　永年勤続職員

丸亀製麺の協力で「美瑛産小麦とびえい豚の
つけ汁うどん」が提供されました。

記念誌の作成

▲農協運動の種が蒔かれて
70年。協同の歴史を刻み皆
さんにお届けいたします。完
成次第お届けいたします。

緞帳の更新
▲舞台のイメージ一新に美瑛
の風景を代表する前田真三氏
の「麦秋多彩」を織物にして
作成中です。写真は完成イメ
ージですがお披露目は６月を
予定しています。

▲音響設備のグレードアップ
で音域バランスが向上しま
す。

▼組合員各位の空撮写真を謹
呈致します。現在随時お届け
中です。

　

当
Ｊ
Ａ
が
事
業
の
１
ペ
ー
ジ
を
記
す
草
創
は
、
昭
和
22
年
の
農
業
協
同
組
合
法

の
公
布
を
受
け
、
翌
23
年
２
月
11
日
に
設
立
総
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
当
初
事
業
を
開
始
し
た
も
の
の
実
質
的
に
は
、
前
身
で
あ
っ
た
農
業
会
の

精
算
処
理
に
傾
注
す
る
一
方
、
終
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
と
疲
弊
し
た
経
済
情

勢
の
下
で
、
農
業
者
自
ら
の
組
織
と
し
て
発
足
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
農
協
運

営
は
困
難
を
極
め
設
立
か
ら
、
数
年
間
は
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
の
波
に
翻
弄
さ

れ
、
道
内
各
地
の
設
立
後
間
も
な
い
農
協
組
織
の
大
半
が
経
済
の
行
き
詰
ま
り

や
経
営
不
振
に
見
舞
わ
れ
た
と
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
史
実

に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

協
同
の
歴
史
を
積
み
重
ね
た
先
人
の
、
筆
舌
に
代
え
が
た
い
試
練
の
上
に
当

Ｊ
Ａ
は
創
立
70
年
の
星
霜
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾
多
の
辛
苦
や
困
難
、

風
雪
に
耐
え
、
協
同
組
織
の
持
続
的
な
発
展
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
、
先
輩

諸
兄
の
使
命
感
溢
れ
る
協
同
組
合
運
動
の
推
進
に
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
処
で
あ
り
ま
す
。
70
年
の
歴
史
を
位

置
づ
け
新
た
な
出
発
点
に
向
け
3
月
20
日
Ｊ
Ａ
3

階
大
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
Ｊ
Ａ
綱
領
の
朗
唱
に
続
い
て
熊
谷
代
表
理

事
組
合
長
が
式
辞
（
次
頁
要
約
）
を
述
べ
、
当
Ｊ

Ａ
協
同
運
動
の
推
進
に
ご
功
労
を
願
っ
た
各
氏
に

感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
呈
（
別
掲
）
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
各
位
の
ご
挨
拶
で
は
浜
田
美
瑛
町
長
他
４
氏

が
当
Ｊ
Ａ
の
今
後
の
発
展
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
贈

り
受
賞
者
を
代
表
し
て
名
誉
組
合
員
で
第
５
代

　

代
表
理
事
組
合
長
の
遠
藤
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の

農
業
、
農
協
経
営
を
感
慨
深
く
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
美
瑛
選
果
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
、
平
昌
五
輪
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
女
子

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
で
初
出
場
な
が
ら
も
６
位
入
賞
の

松
本
遥
奈
選
手
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
挨
拶
。
万
来
の

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
活
躍
中
の
女
優
、
小
松

春
佳
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
で
歌
声
を
披
露
し
、
和
や

か
な
ム
ー
ド
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
庭
的
な
お
も
て
な
し
で
は
、
讃
岐
う
ど
ん
の

専
門
店
「
丸
亀
製
麺
」
が
特
別
に
名
店
の
味
を

披
露
。
美
瑛
産
小
麦
を
使
用
し
た
釜
揚
げ
う
ど
ん

と
び
え
い
豚
を
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ひ
と

味
」
の
工
夫
で
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
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オーストラリア領事館
　領事　　　　　　

ロナルド･グリーン氏

　農業環境が大き
く変化する中、JA
組合員が豪州タス
マニアのタステフ
にて研修したのが
始まり。昨年末の
担い手研修は成功
をおさめた。良き
パートナーとして
大切にしたい。

　

星
霜
70
年
は
、
今
日
の
礎
を
築
い
た
、
諸
先

輩
各
位
の
珠
玉
（
し
ゅ
ぎ
ょ
く
）
の
歴
史
で
あ

り
、
こ
の
記
念
式
典
を
新
た
な
協
同
運
動
の
出

発
点
と
し
て
、
役
職
員
一
同
実
践
を
誓
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
美
瑛
町
の
農
業
の
始
ま
り
は
、
明
治

27
年
旭
農
場
に
、
小
林
直
三
郎
氏
が
入
植
さ
れ

た
時
か
ら
と
さ
れ
、
今
年
で
1
2
4
年
、
協

同
運
動
の
祖
で
あ
る
産
業
組
合
は
、
発
足
95
年
、

そ
し
て
協
同
組
合
創
立
70
年
の
大
き
な
節
目
を

迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

現
在
の
農
業
、
農
協
経
営
を
類
推
す
る
と
き
、

隔
世
の
感
を
覚
え
る
も
の
の
、
先
輩
各
位
の
地

道
な
努
力
の
結
果
の
上
に
、
現
在
の
協
同
運
動

の
歴
史
が
あ
り
、
組
合
員
各
位
と
と
も
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
営
農
と
生
活
の
拠

り
所
と
し
て
の
協
同
の
役
割
発
揮
に
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

「
農
業
の
曲
が
り
角
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
長

く
続
き
、
そ
し
て
「
厳
し
い
農
業
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
農
業
の
環
境
は
、
い
つ
の
時
代
で
も

平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に

来
て
国
内
外
と
の
農
畜
産
物
の
価
格
競
争
時

代
、
食
料
の
輸
入
自
由
化
の
大
波
が
、
北
海
道

の
農
業
者
を
呑
み
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
戦
後
の
米
政
策
の
本
流
で
あ
っ

た
「
減
反
政
策
」
は
、
国
の
主
導
に
よ
る
生
産

調
整
に
「
幕
が
引
か
れ
」
規
制
改
革
が
、
具
体

的
な
形
で
地
方
の
農
林
業
政
に
示
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
何
よ
り
、
食
糧
基
地
北
海
道
を
、
根
幹

か
ら
揺
る
が
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
E
U
、
E
P
A

の
大
枠
合
意
は
地
方
経
済
、
営
農
や
生
活
に
深

刻
な
打
撃
を
与
え
る
、
極
め
て
憂
慮
す
る
時
代

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。「
予

測
の
で
き
な
い
不
確
実
な
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

協
同
の
真
価
を
発
揮
し
「
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

営
農
と
生
活
の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
役
割
を

果
た
す
決
意
を
、
創
立
70
年
記
念
式
典
に
ご
来

場
の
皆
さ
ん
に
お
誓
い
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
さ
て
、
不
測
の
時
代
を
象
徴
す
る
28
年
の

8
月
豪
雨
は
、
美
瑛
町
は
も
と
よ
り
道
内
各
地

に
人
命
を
伴
う
被
害
を
も
た
ら
し
、
大
き
な
傷

跡
が
残
り
ま
し
た
。
い
ち
早
い
復
旧
に
、
浜
田

町
長
を
先
頭
に
町
行
政
、
竹
内
先
生
、
そ
し
て

本
日
ご
来
席
の
国
会
議
員
先
生
各
位
に
は
、
陰

に
陽
に
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
席
か

ら
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
災
害
農
地
の
復
旧
を

始
め
、
本
組
合
の
付
加
価
値
を
高
め
る
、
重
要

施
設
「
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
」
は
町
、
国

の
ご
支
援
を
頂
き
先
日
完
全
に
復
旧
致
し
ま
し

た
。
当
30
年
か
ら
フ
ル
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小
麦
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
本
町
耕
種
面
積
で

は
、
最
高
の
3
千
3
百
㌶
を
有
し
、
生
産
者
経

済
は
も
と
よ
り
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
す
る

品
目
で
あ
り
、
創
立
70
年
を
心
機
一
転
の
節
目

と
位
置
付
け
、
新
施
設
の
本
格
稼
働
と
併
せ
、

組
合
員
経
済
に
直
結
す
る
運
用
を
誓
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
本
組
合
の
共
同
事
業
推
進
の
柱
は

地
域
の
皆
さ
ま
や
、
経
済
へ
の
貢
献
で
あ
り
協

同
組
織
を
支
え
る
組
合
員
の
所
得
確
保
、
農
畜

産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
事
業
推
進
等
で
す

が
、
生
産
施
設
の
充
実
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
に
よ
る
販
売
戦
略
、
ト
マ
ト
や
加
工
玉
ね
ぎ

へ
の
着
目
な
ど
新
た
な
事
業
展
開
に
向
け
播
い

た
「
た
ね
」
が
漸
く
芽
生
え
て
参
り
ま
し
た
。

本
町
の
農
業
総
生
産
は
交
付
金
も
含
め
、
29
年

度
は
約
1
5
5
億
円
を
確
保
し
、
こ
こ
3
年

連
続
し
て
好
成
績
を
上
げ
る
事
が
出
来
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
維
持
し
継
続
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
困
難
が
山
積
す
る
時
代
で
す

が
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
強
い
絆
で
、

協
同
運
動
の
推
進
に
努
め
役
職
員
一
同
、
全
力

を
注
ぐ
決
意
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
機

関
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
、
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合

創
立
70
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
当
た

り
、
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
に
、
深
甚
な
る
感

謝
と
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
式
辞
と
致
し
ま
す
。

式辞を述べる熊谷組合長

記
念
式
典

代
表
理
事

組
合
長

開
会
ご
あ
い
さ
つ

来賓のご挨拶

美瑛町長
浜田　　哲氏

　国の政策変換は
あるものの、町の
産業の基本を成す
農業振興には頑張
って参りたい。70
年の歴史を活かし
て組合員、役員一
丸となって頑張っ
て頂きたい。

衆議院議員
鈴木　貴子氏

　地域の根幹を支
えるのが農業であ
る。国際社会での
農業は心配だ。食
糧基地北海道は正
に農業政策におい
て地に足をつける
しっかりとした農
業政策を提言す
る。

北海道
上川総合振興局長
渡辺　明彦氏

　厳しい農業条件を
協同精神で今日まで
生き抜いたことに感
謝する。美瑛農業は
美瑛選果、集出荷施
設など先駆的な取り
組みは地域 JAから
も評価されている。
これを節目に発展を
期待する。

北海道信用農業協同組合連合会
経営管理委員会会長
佐藤　　彰氏

　永年に亘る農
地整備は生産性
や基盤づくりに
底力を示す力と
なっている。ブ
ランド化に対す
る取り組みは先
見性も高い。生
産者の努力に敬
意を表する。



　
平
成
２６
年
よ
り
組
合
員
に
対
し
増
資

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
増
資
の
目
的
、

増
資
額
、
達
成
率
を
教
え
て
欲
し
い
。

　
補
助
事
業
が
色
々
出
て
い
る
が
、
ポ

イ
ン
ト
内
容
が
厳
し
く
て
該
当
と
な
ら

な
い
。
ポ
イ
ン
ト
内
容
の
再
考
を
働
き

か
け
て
欲
し
い
。

　
農
業
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

畜
産
部
の
乳
質
検
査
等
に
係
る
Ｆ
Ａ
Ｘ

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
欲
し
い
。

　
近
年
の
機
構
改
革
に
伴
い
部
署
名
が

分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
分
か
り

や
す
い
も
の
に
お
願
い
し
た
い
。

じ
ら
れ
る
。
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
確

保
を
願
い
た
い
。

現
場
職
員
の
専
門
職
の
人
員
不
足
が
感

　
平
成
２６
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
出
資
増
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
資

配
当
の
配
当
額
の
範
囲
内
で
の
増
資
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
自

　
国
・
道
・
上
川
振
興
局
担
当
者
出
席

の
各
会
議
の
席
で
、
美
瑛
だ
け
で
は

な
く
他
Ｊ
Ａ
か
ら
も
強
く
要
望
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、

補
助
事
業
の
支
援
対
象
内
容
の
見
直
し

を
積
極
的
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
3
月
6
・
7
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
、

第
６３
回
地
区
懇
談
会
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
地
区
懇
談
会
は
２１
ヶ
所
、

2
4
4
名
で
、
５３
㌫
の
出
席
率
と
な
り

ま
し
た
。
春
を
前
に
好
天
が
続
き
、
農

作
業
の
準
備
に
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た

だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
、
Ｊ
Ａ

事
業
運
営
に
係
る
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
の

通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
総
務
部

●
営
農
部

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

己
資
本
比
率
も
２８
年
度
末
で
２０
・
６２
％

と
高
い
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
目
的

で
あ
り
ま
す
「
財
務
基
盤
の
健
全
性
確

保
に
よ
る
社
会
的
な
信
頼
」
を
得
て
お

り
ま
す
。
目
標
値
に
つ
き
ま
し
て
は
、

出
資
配
当
相
当
額
と
し
て
お
り
、
２６
年

度
配
当
分
で
は
、
７
，
８
４
８
千
円
（
達

成
率
７２
％
）、
２７
年
度
配
当
分
で
は
７
，

５
８
７
千
円
（
達
成
率
７０
％
）、
２８
年
度

配
当
分
で
は
７
，
３
７
１
千
円
（
達
成

率
６８
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
含
め

て
、
畜
産
部
と
協
議
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
部
署
名
お
よ
び
担
当
者
と
そ
の
業
務

分
掌
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
誌
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　
現
業
専
門
職
の
人
員
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
の
集
約
化
に
よ
る
効
率

化
を
図
り
、
人
員
不
足
の
解
消
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
美
瑛
通
運
㈱

に
業
務
委
託
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
協
議
を
し
な
が
ら
、
今
後
も
人
材

確
保
に
向
け
て
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

平成
30
年度

第
63
回
地
区
懇
談
会

ルベシベ集落センター
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【
コ
ン
ト
ラ
の
品
目
拡
大
に
つ
い
て
】

　
加
工
馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
事
業
は
、

新
し
い
収
穫
機
械
で
Ｊ
Ａ
が
統
制
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
、
馬
鈴

薯
に
限
ら
ず
、
今
後
は
ビ
ー
ト
な
ど
特

に
高
齢
者
対
策
で
コ
ン
ト
ラ
事
業
の

取
り
扱
い
品
目
拡
大
を
願
う
。

　
労
務
対
策
に
つ
い
て
は
急
務
課
題

な
の
で
、
予
定
後
の
総
合
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
協
議
会
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
執
り
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
海
外
研
修
に
つ
い
て
、
タ
ス
マ
ニ
ア

以
外
の
海
外
研
修
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
農
業
者
年
金
の
女
性
加
入
者
が
少
な

く
、
Ｊ
Ａ
で
も
推
進
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
美
瑛
産
野
菜
を
町
外
に
広
め
る
の
は

理
解
で
き
る
が
町
内
の
飲
食
店
な
ど
に

も
、
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
い
、
観
光

客
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
コ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
整
備
不
良
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
徹
底
し
た
整
備
と
更

新
を
お
願
い
し
た
い
。

【
ハ
ウ
ス
施
設
の
助
成
対
象
品
目
拡
大
に

つ
い
て
】 

　
玉
ね
ぎ
は
、
育
苗
施
設
の
導
入
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
、
水
稲
に
つ
い
て

も
今
後
は
１
戸
あ
た
り
の
作
付
面
積
が

確
実
に
増
え
て
い
く
。
水
張
面
積
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
水
稲
の
育
苗
ハ

ウ
ス
導
入
の
テ
コ
入
れ
は
不
可
欠
な
た

め
、
支
援
策
を
検
討
願
い
た
い
。

　
女
性
部
の
対
策
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル

活
動
だ
け
で
な
く
、
各
部
会
へ
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
幅
広
く
検
討
し
て
ほ

し
い
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

　
近
年
、
高
齢
化
、
離
農
な
ど
に
よ
る

農
業
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、
労
働

力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

今
後
、
機
械
化
に
加
え
作
業
の
外
部
化

な
ど
が
必
要
で
あ
る
事
を
踏
ま
え
、
農

業
労
務
と
合
わ
せ
た
総
合
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
協
議
会
を
設
立
し
、
作
業
内
容
等

の
体
制
作
り
を
敏
速
に
進
め
て
行
き
ま

す
。

　
現
在
は
タ
ス
マ
ニ
ア
政
府
と
調
印
の

も
と
交
流
を
し
て
お
り
、
現
研
修
が
優

先
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
畜
産
関
係

の
研
修
も
視
野
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
長
寿
社
会
の
中
、
老
後
の
生
活
は
大

変
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
充

実
し
た
老
後
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

農
業
委
員
会
と
協
議
し
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
㈱
美
瑛
選
果
に
お
き
ま
し
て
飲
食
店

会
員
制
度
を
展
開
し
て
お
り
、
町
内
飲

食
店
２０
店
舗
、
宿
泊
施
設
11
施
設
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る
利

用
促
進
へ
の
取
組
み
を
行
い
地
産
地
消

の
推
進
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
過
去
よ
り
、
品
目
別
に
導
入
さ
れ
て

き
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
類
に
つ
い
て
は
、

一
様
に
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

整
備
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
の
機
械
更
新
に
関
し
ま
し
て
は
、
本

年
、
総
合
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
協
議
会
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
代
に
向
け

た
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
在
り
方
を
含
め

包
含
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
助
成
は
、
現
段

階
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
水
稲
育
苗
ハ

ウ
ス
に
限
ら
ず
総
体
的
な
農
地
の
流
動

化
を
考
え
た
中
で
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
女
性
の
活
躍
支
援
の
場
を
幅
広
く
提

供
で
き
る
よ
う
、
組
織
再
編
検
討
委
員

会
で
協
議
・
検
討
い
た
し
ま
す
。

●
販
売
部

原野会館
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Ｊ
Ａ
の
コ
ン
テ
ナ
、
パ
レ
ッ
ト
が
返

却
さ
れ
ず
、
使
用
し
て
い
る
の
が
散
見

さ
れ
る
の
で
コ
ン
テ
ナ
、
パ
レ
ッ
ト
管

理
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

　
大
町
受
入
倉
庫
周
辺
の
舗
装
が
傷
ん

で
お
り
、
未
舗
装
部
分
も
あ
る
の
で
整

備
し
て
も
ら
い
た
い
。

必
要
で
は
な
い
か
。
兼
務
で
は
難
し
い

と
思
う
。（
販
売
部
・
営
農
部
・
総
務
部
）

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
推
進
を
本
格
的
に
推
進
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
専
門
職
員
・
部
署
が

　
部
会
、
品
目
の
担
当
の
変
更
が
多
い
。

３
年
程
度
は
同
品
目
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
次
年
度
以
降
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
料
が
大
幅
に
上
が
る
こ
と
が
心
配
。

償
却
年
度
の
短
い
機
械
償
却
を
Ｊ
Ａ
で

多
年
度
平
準
化
す
る
な
ど
、
長
期
的
視

点
で
利
用
料
を
抑
え
て
欲
し
い
。

　
馬
鈴
薯
の
増
反
を
推
進
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
次
年
度
の
方
向
性
を
種
イ
モ

の
申
し
込
み
前
に
示
し
て
ほ
し
い
。
現

状
、
７
月
に
種
イ
モ
を
申
込
、
翌
３
月

に
方
向
性
の
提
示
で
は
、
種
自
体
が
無

い
又
は
少
な
い
の
で
は
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

　
現
行
、
貸
出
管
理
簿
を
作
成
し
、
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
荷
卸
倉
庫

の
点
在
も
あ
り
返
却
ト
レ
ー
ス
が
、
完

全
に
把
握
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
人
的
モ

ラ
ル
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
後
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
も
含
め

適
正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
馬
鈴
薯
増
反
に

あ
た
っ
て
は
種
イ
モ
と
の
相
関
性
が
非

常
に
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
補
助

事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
時
期
が
や
む

を
得
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
生

産
部
会
を
通
じ
適
宜
情
報
提
供
と
方
向

性
の
提
示
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
町
倉
庫
群
に
か
か
る
舗
装
劣
化
修

繕
お
よ
び
未
舗
装
整
備
に
関
し
ま
し
て

は
、
入
出
庫
、
倉
庫
間
移
動
時
の
荷
崩

れ
や
事
故
等
を
勘
案
し
、
第
１０
次
地
域

農
業
振
興
計
画
に
お
い
て
順
次
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１０
年
程
前
に
ジ
ェ
イ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
中
心

に
全
道
で
も
機
運
が
高
ま
っ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
が
、
労
力
、
経
費
、
付
加
価

値
等
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
全
道
的
な
広

が
り
に
は
至
ら
な
か
っ
た
経
過
に
あ
り

ま
す
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
を
向
か
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ

Ａ
Ｐ
と
し
て
再
び
機
運
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
過
去
の
轍
を
ふ
ま
ぬ
よ
う
全

道
で
も
説
明
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
執
り
進
め
に
関
す
る
情
報
収
集

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
専

門
職
員
等
も
含
め
今
後
の
推
進
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
総
合
事
業
と
し
て
の
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
し
ま
し
て
は
、
や
む
を
得

な
い
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
部
内

に
お
け
る
品
目
担
当
に
つ
き
ま
し
て
は

継
続
性
を
も
っ
た
配
置
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
昨
年
の
台
風
被
災
を
受
け
、
懸
命

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
復
旧
が
、
こ
の
３
月
で
完
了

を
迎
え
、
受
入
能
力
等
も
向
上
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
利
用
料
金
に
関

し
ま
し
て
は
償
却
費
用
等
精
査
を
行
い
、

生
産
部
会
、
運
営
協
議
会
等
と
協
議
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
種
子
豆
の
保
管
場
所
が
固
定
し
て
い

な
い
の
で
保
管
場
所
の
確
保
を
お
願
い

し
た
い
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等

回
答

　
保
管
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
有
効
的
運

用
に
向
け
た
修
繕
お
よ
び
再
構
築
が
、

Ｊ
Ａ
事
業
の
中
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
種
子

管
理
に
向
け
保
管
場
所
確
保
に
つ
い
て

も
検
討
い
た
し
ま
す
。

北瑛行政区会館
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昨
年
導
入
し
た
発
電
機
の
実
演
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

　
中
古
農
機
展
示
場
が
狭
い
の
で
広
く

な
ら
な
い
か
。
整
備
工
場
建
設
に
よ
っ

て
敷
地
が
狭
く
な
る
が
、
大
型
コ
ン
バ

イ
ン
の
清
掃
場
所
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
ア
ル
ー
ダ
展
示
場
が
手
狭
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
ガ
ソ
リ
ン
や
生
産
諸
資
材
の
価
格
が
、

近
隣
Ｊ
Ａ
や
他
店
（
コ
メ
リ
等
）
に
比

べ
、
高
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
価

格
調
査
等
を
実
施
し
た
上
で
の
も
の
な

の
か
。

　
肥
料
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
よ
る
返

品
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
欲
し
い
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

ご
意
見
・
ご
要
望
等

回
答

回
答

回
答

回
答

　
春
の
早
い
時
期
に
、
設
置
式
、
け
ん

引
式
の
両
方
の
実
演
を
い
た
し
ま
す
。

　
近
隣
の
店
舗
等
で
、
価
格
の
調
査
を

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
店
頭
表
示

価
格
で
は
安
価
、
高
価
等
様
々
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
仕
入
先

の
検
討
や
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
奨
励
対

策
等
を
持
っ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
他
店
舗
等
の
価
格
を
見
据
え
た

上
で
の
価
格
、
奨
励
対
策
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
出

荷
日
を
踏
ま
え
て
の
Ｊ
Ａ
か
ら
（
組
合

員
）
の
オ
ー
ダ
ー
に
よ
る
受
注
生
産
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
形
状
か
ら

ポ
リ
袋
に
比
べ
停
滞
在
庫
に
よ
る
劣
化

等
品
質
確
保
が
難
し
く
、
返
品
に
つ
い

て
は
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　第 67 回目の通常総代会が、平成 30 年 4 月 5 日（木）

に開催されます。本年は、農協創立 70 周年の節目であり、

役員改選の年度となります。総代会は、組合員の皆さんの

総意でＪＡの事業結集を再確認する最高意思決定機関です。

各位のご参集をお願いいたします。

　農業、農協環境はＴＰＰ 11 や日ＥＵ、ＥＰＡなどの国

際的な自由貿易化への圧力で、不安定な情勢が続いていま

す。国内でも、Ｈ 30 年産米より減反政策が廃止され、そ

の次には種子法も廃止が検討されています。このような中

で、わが美瑛町の農業情勢も、輪作体系を維持すべく、コ

ントラ強化に向けた取組みなど、時代に対応した対応策が

必要となっております、国民生活の基盤である食糧を生み

出すＪＡ事業は、組合員の皆さんあっての事業です。総代

各位の建設的な意見を頂きたくご案内いたします。

　
米
麦
倉
庫
（
一
部
政
府
指
定
倉
庫
）

の
関
係
も
あ
り
拡
張
は
難
し
く
、
長
期

預
託
品
（
農
機
具
等
）
を
整
理
し
場
所

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
大
型
コ
ン
バ
イ

ン
の
洗
車
場
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
と
倉

庫
の
間
を
整
備
し
、
場
所
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

●
畜
産
部

●
購
買
部

第 67 回
通常総代会です

●日　　時　　

●場　　所　　

平成30年4月5日（木）9:00開会
                          （受付は 8:30 から）　

美瑛町農業協同組合農業センター３階大会議室

当日は日当を支給致しますので、必ず印鑑をご
持参ください。

●お願い　　

提出議案

報告事項

決算報告

議案第 1号

議案第 2号
議案第 3号
議案第 4号
議案第 5号
議案第 6号
議案第 7号
議案第 8号

1.労働保険事務組合の平成29年度徴収・納付状況の報告について
2.ＪＡバンク基本方針の変更について

平成 29年度貸借対照表、損益計算書、
および注記表ならびに全国監査機構の監査お
よび監事の監査報告について
平成 29年度事業報告、剰余金処分（案）の
承認について
定款の一部変更について
定款附属書役員選任規程の一部変更について
信用事業規程の一部変更について
平成 30年度事業計画の設定について
賦課金の賦課および徴収方法について
役員報酬の支給について
役員の選任について

4/5（木）
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母
方
の
祖
父
母
が
美
瑛
町
に
住
ん
で
お

り
、
幼
少
期
か
ら
親
し
み
の
あ
る
美
瑛
町

で
、
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

光
栄
で
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
職
場

や
仕
事
に
慣
れ
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

よ
う
な
社
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
と
J
A
が
一
体
と
な
り
、

オ
ー
ル
美
瑛
と
し
て
先
進
的
な
販
路
拡
大

と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
取
組
む
姿
勢
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
J
A
び
え
い
の
一

員
に
な
れ
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
生
懸
命

努
力
し
、
J
A
び
え
い
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
、
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
地
元
で
あ
る
美
瑛
町
の
農
業
を
支
え
て

い
け
る
職
員
に
な
る
た
め
に
、
一
年
間

J
A
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
で
き
た
知
識
を
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
で

も
早
く
組
合
員
の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
か
ら
J
A
び
え
い
の
職
員
と
し
て
働

け
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
美
瑛
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展
に
貢
献
す
る

た
め
に
一
日
で
も
早
く
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
失
敗
か
ら
学
び
、
社
会
人

と
し
て
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
観
光
で
訪
れ
、
憧
れ
と
な
っ
た
美
瑛
町

で
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
深
く
関
わ
れ
る

J
A
職
員
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
責
任
感
を
持

ち
、
日
々
誠
実
に
仕
事
に
励
み
ま
す
。
少

し
で
も
早
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
頼
り

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
職
員
に
な
れ

る
よ
う
、
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
渡
辺
　
和
也

　【
総
務
部
付
部
長
／
38
年
】

■
加
藤
　
護

　【
総
務
部
付
部
長
兼
務
信
用
担

　
　
当
理
事
／
35
年
】

■
大
波
　
満

　【
購
買
部
農
業
機
械
課
課
長
／

　
　
24
年
】

■
吉
川
　
晃

　【
購
買
部
生
産
資
材
課
／
20
年
】

■
白
旗
　
匠
子

　【
㈱
美
瑛
選
果
　
新
千
歳
空
港
店

　
　
店
長
／
6
年
】

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

春
の
K

 

　
春
の
気
象
の
特
徴
は
四
つ
の
「
K
」

で
す
。
か
す
み
・
霧
・
風
・
火
事
。

そ
し
て
こ
の
時
期
は
、
冬
の
寒
気
が
残

る
中
、
時
折
春
の
暖
か
い
空
気
が
流
れ

込
み
低
気
圧
が
発
達
し
ま
す
。
こ
の
た

め
風
が
強
ま
る
季
節
で
す
。

　
さ
ら
に
春
は
乾
燥
す
る
季
節
で
、
近

年
都
市
化
で
い
っ
そ
う
乾
燥
し
ま
す
。

ス
ギ
花
粉
が
飛
ん
だ
り
、
大
陸
か
ら
黄

砂
が
飛
ん
で
き
た
り
も
し
ま
す
。
暑
い

く
ら
い
に
な
っ
た
翌
日
に
は
真
冬
の
よ

う
な
寒
さ
に
戻
る
こ
と
も
あ
り
、
寒
暖

差
が
大
き
い
の
も
近
年
の
特
徴
で
す
。

お世話になりました
【】内は退職前の所属部署と勤続年数

【3 月 31 日付　敬称略】

塗
ぬ し だ

師田 明
あ き ほ

歩
《共済部共済課》

【旭川市 / 旭川商業高等学校卒】

江
え ぐ ち

口 なな
《販売部経理課》

【旭川市 / 北星学園大学卒】

澤
さ わ だ

田 謙
ゆずる

《販売部付ＪＡびえい販売㈱出向》
【岩見沢市 / ＪＡカレッジ卒】

髙
たかしま

島　大
た い が

雅
《購買部生産資材課》

【美瑛町 / ＪＡカレッジ卒】

洲
す ご う

合　駿
しゅんご

吾
《畜産部畜産課》

【上富良野町 / 帯広畜産大学卒】

４月は出会いと別れが交錯する春です。希望に胸を膨らませ、
人生の新たな出発点として今春を迎えます。平成３０年の新採
用者が決まりましたのでお知らせいたします。フレッシュな５
名が採用となり、一日も早く組合員の皆さんのお役に立ちたい
と積極的です。どうかよろしくお願い致します。

【】内は出身地／最終学歴
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　道農政部はこのほど、平成 29 年産てん菜の生産
実績（振興局・市町村別）をまとめた。それによる
と 29 年産てん菜の㌶当たり収量は 67.1㌧、生産量
は 390 万 932㌧、平均糖分は 17.1％で確定。作付
面積 5 万 8,138.8㌶で前年を 2.1％（1,250.8㌶）下
回ったが、このうち直播面積は 1 万 3,756.6㌶と前
年に比べ 4.2㌫（553.4㌶）増え、直播率は同 1.5
ポイント上昇し 23.7％となった。栽培農家戸数は
7,161 戸で前年比 1.8％（133 戸）減少しており、
１戸当たり面積も同 0.02㌶縮小して 8.12㌶となっ
た。
　振興局別でみると、栽培農家戸数の減少が大きか
ったのは主産地の十勝（前年比 60 戸減）とオホー
ツク（同 38 戸減）で、作付面積もこの２振興局合
わせて 975㌶減少。一方、それ以外の地域では石
狩をはじめ渡島、檜山、留萌で前年よりも作付面積
が拡大しており、特に石狩では栽培農家戸数が前年
に比べ 16 戸増えたことが、面積増につながったも
のとみられる。直播率は空知が 62.6％で最も高く、
次いで胆振 53.2％、石狩 52.7％となっている。

29年産てん菜生産量は
390万932㌧に

平均糖分は17.1％で確定/道農政部

　

平
成
28
年
の
集
中
豪
雨
は
農
地
の

土
壌
流
亡
、ハ
ウ
ス
の
流
失
、濁
流
の

農
舎
冠
水
な
ど
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。当
Ｊ
Ａ
穀
類
施
設
も

例
外
で
は
な
く
、水
没
し
た
機
械
類

の
復
旧
作
業
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
施
設
が
完
了
し
、関
係
者

で
修
祓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。修
祓

式
は
3
月
9
日
に
、無
事
復
旧
工
事

が
完
成
し
た
施
設
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
は
熊
谷
組
合
長
、浜
田
町

長
他
工
事
関
係
者
が
参
列
し
、工
事

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。工
事
は
建

屋
、機
器
設
備
工
事
、サ
イ
ロ
の
設
置

な
ど
多
彩
で
一
般
管
理
費
等
も
含
め

約
14
億
８
千
万
余
。詳
細
は
５
月
号
で

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
わ
ず
ら
わ
し
い
生
産
履
歴
を
W
E
B

入
力
で
比
較
的
簡
単
に
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
説
明
会
が
3
月
22
日
Ｊ
Ａ
３

階
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
情
報
セ

ン
タ
ー
と
富
士
通
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
開
発
し
た
も
の
で
す
。栽
培
日
誌

の
入
力
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、Ｐ
Ｃ
な
ど
か
ら
ロ
グ
イ
ン
の

後
に
、メ
ニ
ュ
ー
に
従
い
作
成
す
る
日

誌
の
選
択
を
し
、具
体
的
な
情
報
を

入
力
し
て
登
録
ボ
タ
ン
を
押
下
し
ま

す
。作
業
の
た
び
に
入
力
を
し
て
履
歴

を
完
成
さ
せ
ま
す
。補
助
機
能
と
し
て

は
、違
反
内
容
が
瞬
時
に
確
認
で
き
る

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、農
薬
の
適
正
利

用
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（総合）
振興局名

作付面積
（ha）

収量
（t/ha）うち直播 直播率（%）

空知 508.68 318.44 62.6 66.61

石狩 1,164.90 614.20 52.7 64.21

後志 1,295.89 415.60 32.1 59.27

胆振 1,512.21 804.85 53.2 60.66

日高 37.68 14.10 37.4 62.28

渡島 157.81 78.44 49.7 51.42

檜山 285.38 38.64 13.5 60.02

上川 3,528.00 1,351.34 38.3 66.58

留萌 199.84 22.36 11.2 60.82

宗谷 - - - -

オホーツク 23,481.94 3,407.90 14.5 64.24

十勝 25,556.54 6,677.95 26.1 70.99

釧路 292.07 0.00 0.0 65.89

根室 117.90 12.74 10.8 60.29

合計 58,138.84 13,756.56 23.7 67.10

平成29年度てん菜生産実績

今年からフル稼働  穀類施設で修祓式

新生産履歴システムで出荷前確認をいち早く
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☆
当
選
者
は

岩　

本　

佐
知
子
さ
ん

大　

庭　

秋　

子
さ
ん

佐　

藤　

託　

磨
さ
ん

角　

田　

昭　

子
さ
ん

佐　

藤　

琉　

輝
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
潮
の
引
い
た
浜
で
貝
を
探
し
ま
す

②
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
披
露
す
る
も
の

③
ス
ト
ー
夫
人
の
著
書

　
『
ア
ン
ク
ル
ト
ム
の—

—
—

』

④
輪
の
あ
る
惑
星
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す

⑥
急
い
で
記
し
た
文
字
の
こ
と

⑧
野
球
部
の
監
督
が
選
手
に—

—
—

を
飛
ば
し
た

⑩
動
物
が
よ
く
通
る
所
に
で
き
ま
す

⑫
魚
や
イ
カ
の
呼
吸
器
官

⑭
化
粧
を
す
る
と
き
に
の
ぞ
き
ま
す

⑯
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
巨
大
な
石
像

⑱
同
伴
者
の
こ
と

①
て
こ
に
は—

—
・
力
点
・
作
用
点

が
あ
り
ま
す

③
５
月
５
日
は—
—

の
日
。
国
民
の

祝
日
で
す

⑤
父
や
母
の
兄
弟
で
す

⑥
川
の
流
れ
の
急
な
所

⑦
別
名
は
虞
美
人
草
、
ポ
ピ
ー

⑨
日
本
庭
園
だ
と
コ
イ
が
泳
い
で
い

る
こ
と
も

⑪
刃
物
で
紙
に
描
き
ま
す

⑬
生
物
や
化
学
を
学
ぶ
教
科

⑮
無
地
で
は
な
い
衣
服

⑰
バ
イ
オ
リ
ン
や
笛
の
こ
と

⑲
鳥
よ
け
に
張
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑳
唱
歌
『
春
の
小
川
』
の
歌
詞
に
出

て
く
る
花

�
レ
イ
シ
と
も
呼
ば
れ
る
果
物

Ａ
→
Ｅ

『
タ
ケ
ノ
コ
』
で
し
た

4

【全体運】自分に自信が生まれそう。やってみたい
ことには思い切ってぶつかると、好結果に。遠出
のドライブもお勧め

【健康運】適度なストレス発散が体調上昇の鍵に
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

【全体運】サービス精神を発揮することで人気運
が高まる兆し。困っている人には救いの手を差
し伸べて。小額募金も◎

【健康運】スポーツの腕が上達しやすい月。挑戦を
【幸運を呼ぶ食べ物】キクラゲ

【全体運】知的ジャンルにつき。専門書を読んだ
り、情報収集に励んだりすると、うれしい発見あ
り。グループレジャーも吉

【健康運】運動不足になりがち。小まめに動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

【全体運】感情的になりやすい傾向がチラリ。イラ
イラを感じたら、深呼吸を心掛けて。一人の時
間を楽しめば、開運に

【健康運】極端なダイエットは×。バランスが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】 アクティブに動き回れる期間。未体験
の世界にも果敢に挑んでみて。攻めの姿勢が成
功のポイントになります

【健康運】ゆったりと過ごすことで、体調キープ可能
【幸運を呼ぶ食べ物】数の子

【全体運】物事を悪い方に考えやすいよう。意識的
にプラス思考を。小まめに鏡の前で笑顔を作ると
運気アップの呼び水に

【健康運】まずまず。軽く動けば、体調に好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

【全体運】優柔不断になりやすい時期です。迷った
ら一人で悩まず、周りを頼りましょう。素直さが運
気好転の秘訣（ひけつ）

【健康運】栄養に気を配って。元気に過ごせるはず
【幸運を呼ぶ食べ物】タラの芽

【全体運】ささいなことが気になってしまうかも。
神経質にならず、おおらかに振る舞って。不平不
満や愚痴は控えて

【健康運】口コミで役立つ情報をキャッチできそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ホタルイカ

【全体運】レジャー運が活性化。旅行や飲み会の企
画を立てれば、役得が期待できそう。観劇も良い
刺激を受けられる気配

【健康運】 暴飲暴食に注意。規則正しく食事をして
【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

【全体運】やたらとおせっかいを焼いて、トラブル
を招いてしまいがち。他人のことより、自分がやる
べき作業に集中して

【健康運】疲れをため込まないよう、休息を大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

【全体運】人当たりが良くなり、スムーズに人間関
係の輪を広げていけます。苦手なタイプとも楽に
楽しくなれるでしょう

【健康運】生活リズムを整えれば運気も上向くはず
【幸運を呼ぶ食べ物】シラウオ

【全体運】頼まれ事や仕事を手早く片付けたら、自
分の時間を満喫して。プライベートの充実が運気
アップのきっかけに

【健康運】マッサージで体を暖めると健康効果大
【幸運を呼ぶ食べ物】レタス

62

注！ハガキは62円です

ナ
ワ
シ
ロ

ハノ
シ

ゲ
イ

ナ
カ
ミ

カ
ケ
ジ
ク

コ
ク
サ
ン

ダ
イ
コ
ン

ラ
ク
セ
イ

テ
ド
リツ

オ
ン
ダ
ンセ

リ
イ
タ

1 10 16 18

19

D

C

B

A

17

11 14

15

12

13

6

9

7

8

2

3

4

5

1 5

11 18

16 20

21

B

C

A

D

19

11 14 17

15

12

16

13

10

E

7

8

9

6

3

2
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ウー・ウェン　著
■ 1,296 円（税込）

食材の数が少なく、調理も簡単なのに
間違いなくおいしいウーさんの絶品レ
シピ 92 品。短時間
でボリュームたっぷ
りのメニューがあっ
という間に出来上が
る。忙しい人や育ち
盛りの子どもがいる
家庭におすすめ！

石原洋子　編
■ 1,404 円（税込）

誰もが大好きなオーソドックスな家庭
料理と、本当においしく作れるレシピ
で人気の著者による
初の献立本。下ごし
らえの段取りなど調
理のポイントも満載。
おいしくて作りやす
い 132 品収録。長
く使える一冊。

三輪正幸　著
■ 1,512 円（税込）

梅の栽培法から収穫した実を加工する
梅仕事、効能や活用法まで、梅のすべ
てを網羅した決定版。
鉢植え栽培のコツや実
つきをよくする剪定法
梅を使った美容パック
やうがい薬作りなど、
多岐にわたって紹介。

栽培から梅干し作り、効能まで
育てて楽しむウメ百科

ずっと作り続けたいわが家の献立
きょうの晩ごはん

少ない材料で手早く作れる
ウー・ウェンのごちそうおかず92
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こ
の
三
月
で
、
Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
㈱
設
立

よ
り
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
さ

ん
に
少
し
で
も
多
く
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

に
日
々
営
業
・
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
、
ま
た
そ
れ
を
活

か
し
た
販
売
を
進
め
て
い
く
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
先
日
、「
第
十
二
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
」
に
出
展
致
し
ま

し
た
。
全
国
の
Ｊ
Ａ
や
関
連
団
体
が
多
く
出

展
す
る
こ
の
商
談
会
に
は
、
安
心
・
安
全
な

国
産
食
材
を
求
め
る
多
く
の
業
者
が
来
場
し

ま
す
。
近
年
、
北
海
道
産
よ
り
も
美
瑛
産
と

し
て
産
地
が
見
え
る
販
売
を
し
た
い
と
い
う

実
需
の
声
も
多
く
、
産
地
と
の
つ
な
が
り
や

一
体
感
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
び
え
い
ブ
ー
ス
で
は
加
工
品
を
メ
イ
ン

に
展
示
を
行
い
、
二
日
間
で
七
十
社
以
上
と

商
談
が
で
き
、
加
工
品
は
主
に
輸
出
や
百
貨

店
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
野
菜
は
ホ
テ
ル
や

ス
ー
パ
ー
等
、
様
々
な
業
態
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

美
瑛
の
農
産
物
や
加
工
品
は
数
に
限
り
が

あ
る
大
切
な
商

品
で
す
。
美
瑛

ブ
ラ
ン
ド
を
守

り
、
か
つ
有
利

販
売
に
つ
な
が

る
取
引
先
を
厳

選
し
、
商
談
を

進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中

央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の

実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的

に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み

内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様

の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行

し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

２
月
に
、
児
童
養
護
施
設
と
の
調
理

実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
興
正
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
と
共
催
し
今
回
で
５
回
目
。

　

高
校
卒
業
後
一
人
暮
ら
し
を
し
て
も

規
則
正
し
い
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
前

半
は
札
幌
消
費
者
協
会 

札
幌
ポ
ト
フ

の
会
の
吉
田
講
師
よ
り
、
身
体
に
必
要

な
栄
養
素
や
食
品
選
び
の
考
え
方
を
学

び
、
後
半
は
料
理
教
室
を
開
催
。
参

加
児
童
は
「
調
理
方
法
な
ど
、
わ
か

ら
な
い
こ
と

を
学
べ
て
と

て
も
良
い
機

会
だ
っ
た
。」

と
感
謝
の
気

持
ち
を
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
３
月
の
札
幌
ド
ー
ム
で
の
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
試
合
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
応
募

さ
れ
た
方
に
ち
ょ
リ
ス
グ
ッ
ズ
を
、
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
た

方
に
試
合
の
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
抽
選
で
贈

呈
す
る
等
、
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
に
取
組

み
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
・

支
援
等
を
通
じ
て
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
向
け
て

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

社
会
・
地
域
貢
献
活
動
「
シ
ー
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
興
正
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
児
童

養
護
施
設
な
ど
を
巣
立
つ
高
校
生
た
ち
を

対
象
に
「
お
と
な
の
食
育
～
も
っ
と
牛
乳

を
飲
も
う
！
マ
ナ
ー
講
座
」を
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
の

酪
農
、
牛
乳
・
乳
製

品
に
つ
い
て
や
、
ナ

イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
の

使
い
方
な
ど
基
本
的

な
マ
ナ
ー
を
学
び
ま

し
た
。（
こ
の
取
り

組
み
は
、
２
０
１
４

年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
、
今
年

で
５
回
目
に
な
り
ま

す
。） Ｊ

Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

JA グループ商談会

　

数
多
く
実
施
し
て
い
る
地
域
貢
献
活

動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
ま
し
た
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
描
か
れ
た
日
本
地
図
と
そ
こ

か
ら
生
え
る
新
芽
に
は
、
全
国
各
地
の

活
動
が
地
域
に
根
付
く
よ
う
に
と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
、
手
を
取
り
合
い
な

が
ら
歩
く
「
貢
献
」
の
文
字
は
地
域
の

皆
さ
ま
と
Ｊ
Ａ
共
済
が
支
え
合
う
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
共
済
が

展
開
す
る
地
域
貢
献
活
動
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
「
ち
い
き
の
き
ず
な
」
で
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。
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春のオイル・タイヤ
キャンペーン実施中！

農作業事故を未然に防ごう！

研修センター　  ☎ 92-0588

　４月１日（日）から「春のオイル・タイヤキャンペーン」を
実施致します。
　期間中に「オイル交換」または「タイヤ予約・購入」のお客
様には、うれしい特典をご用意しております。皆様のご来店を
お待ちしております！

　美瑛町農業機械協議会では、4 月 1 日から６月 30 日まで
を「春の農作業安全運動期間」とし、『農作業事故ゼロ運動』
のぼり旗を各地域に立て、作業中の事故防止を呼びかけていま
す。この時期は、頻繁に農業機械を
使用します。農業機械の使用にあた
っての危険性が増大しており、より
万全を期した農作業安全対策が必要
となっています。ヒヤリ事故や、う
っかり事故を起さないように注意
し、農作業事故防止に努めましょう。

日程：
場所：

内容：

平成30年4月1日（日）〜5月31日（木）まで
ホクレン美瑛北町給油所
オートサービスセンター

4月６日（金）〜７日（土）
※アルーダオープンフェアは 6 日（金）のみ開催
午前10時〜午後3時まで

研修センター周辺
中古農機常設展示場

①オイル交換時のエレメント半額サービス！
　（軽及び乗用車に限る・エレメントのみの購
　入は除く）
　さらに、アロック会員ポイント進呈！
②タイヤ予約・購入（新品4本セット）で、ウォ　
　ッシャー液（2Ｌ）を２本プレゼント！さら
　に、タイヤ組替・バランス工賃・廃タイヤ処分
　料サービス！アロックＶＩＰ会員なら店頭
　給油値引！

部品・小農具展示
即売会も同時開催

春の農機具・自動車展示会
アルーダ JA びえい

オープンフェア開催！！

　農業機械課では、春の農機具・自動車展示会と中古農機アル
ーダ JA びえいのオープンフェアを開催致します。
　新車・中古車を一堂に取り揃え、2 日間限定のご奉仕価格で
す。タイヤ・バッテリー等用品も取り揃えています。ご成約頂
いた方には粗品を進呈致します。

ホ ク レ ン 北 町 給 油 所 ☎92-2157
オートサービスセンター ☎92-2156

研修センター　☎ 92-0588

　当日は来場者にもれなく粗品を進呈致します。また、お昼には

そば・うどんを無料で用意しておりますので多数の方のご来場を

お待ちしております。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

日時

場所
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第1131号　平成30年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

ホクレン美瑛北町給油所　

融資課　　☎ 68-7015　 ホクレン北町給油所　

  ☎ 92-2157

  ☎ 92-2157

保証期間：

補償対象：
補償内容：

点検訪問日
訪問業者
点検内容
洗浄料金

申込方法

平成30年4月1日〜平成31年4月4日（木）
　　　　　　　　　　　　　（１年間）まで
家庭用灯油及び営農用燃料油（灯油・軽油）
①家庭用灯油
　1 事故 1 ユーザーにつき５万円を上限
  （保証期間中に１回のみ）とし灯油の盗難被
　害相当量を補填
②営農用燃料油
　１ユーザー、10 万円を上限（保証期間中）
　とし灯油・軽油の盗難被害相当量を補填
　過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量を
　算出
　補償にかかる費用負担はありません

4月4日（水）より　　　　　　　　　　　石油
共販㈱
タンク内外部および設置状況の点検
ホームタンク一基  5,616円（税込）
灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）
6,696円（税込）
点検訪問時または北町給油所

（作業日は6月中旬以降予定）

ホクレン配達燃料の盗難保障
（灯油・軽油）について

軽油・灯用のホームタンク  
無料巡回点検 実施中です!

　近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発しております。この
ことから、お客様への安全・安心を目的に、当スタンドでも盗
難補償を付保することとしましたのでお知らせします。

　軽油・灯油用のホームタンクは、年数が経つにつれ腐
食・サビ等によるトラブルの発生が増える傾向にありま
す。給油所では、ホームタンクのトラブルを未然に防ぐた
め、JAの指定業者が点検にお伺いします。なお、近年洗浄
済みのお宅には点検に伺いませんのでご了承願います。

①４年間に２回も凍結して冬には大変な目にあった。
②ストレーナーが凍結し、ひびが入り灯油を全部流してしまった。
③毎年ストーブの使い始めの時、必ずストーブに水が出てきて火が消える。
④ボイラー燃焼停止により、お湯が使えなくなった。
⑤農繁期にトラクターの燃料がつまり作業が出来なかった。

盗難発生時対応：①警察への盗難届提出（受理番号付与）
②北町給油所への盗難発生報告
　（上記受理番号が必要）
③補償会社にて審査終了後、被害相当量を配
　送致します

　490ℓ

お客様から聞いた
こんな話

■  悪質な業者に注意を！  ■
近年、美瑛町内で町外からの悪質な業者（農協を名乗る、毎年の洗浄を勧
める、現金支払いを求める、基本料金は安いが、部品代で多大な金額を請求
する等）によるトラブルが発生しております。当委託の業者は、委託証明書を
持参しており現金徴収を直接行いません。不審に思った場合は北町給油所ま
でご連絡ください。

主な資金の新規貸付利率
2018.4.1 以降の貸付決定案件より適用（単位：年％）

区分 資金名 固定金利 変動金利 備考

農

業

資

金

短

期

資

金

クミカン

第 1 ネット 0.53 - 営農貯金の 100％

第 2 ネット 2.00 -
共済返戻金の 80％・販売

実績

第 3 ネット 3.00 - 上記以外

貯金担保貸付 貯金利率
+0.50 -

共済担保貸付 2.50 -

農産物見返貸付 2.50 -

短期証書貸付 3.00 -

長

期

資

金

JA フルスペックローン 2.30 1.30

JA 農業経営
ステップアップローン 2.30 1.30

JA エクスチェンジローン 2.30 1.30

JA 農業経営緊急支援資金 都度設定 -

JA 新規就農応援資金 2.30 1.30

JA 再生可能エネルギー
施設等資金 2.30 1.30

JA 農業後継者応援資金 2.50 -

JA 中核農業者応援資金 2.50 -

JA 担い手経営対策資金 2.50 -

負債整理資金 2.50 -

生

活

資

金

短

期

資

金

当座貸越 貯金利率
+0.70 -

カードローン 9.70 -

貯金担保貸付 貯金利率
+0.70 -

共済担保貸付 3.00 -

住宅ローンつなぎ資金 住宅ローン金利と同率

長

期

資

金

農家経済改善資金

3.00 1.75

正組合員に限る3.00 1.90

3.00 1.90

マイカーローン 3.00 1.90

フリーローン 3.50 2.00

住宅ローン

3.00 1.75

・3 年固定 1.25％、3 年経過後再設定

・5 年固定 1.65％、5 年経過後再設定

リフォームローン 3.00 1.75

教育ローン 3.00 1.90

事

業

資

金

短

期

長

期

事業資金 個別に定める

固定変動

金利選択
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第1131号　平成30年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

研修センター　☎ 92-0588　

平成30年度　機械作業　標準料金表
単価：円（消費税別）

※但し、地形・地質・面積等により異なりますので、双方協議願い
ます。
※トラクター本機とエンジン付機械の燃料は、利用者の負担にな
ります。
※作業時間1時間未満は、1時間とみなします。

※料金は本機のみです。
《例として》耕起作業の場合

※10aの場合
リバーシブルプラウ
トラクター（85馬力）
オペレータ料金

※100aの場合
リバーシブルプラウ
トラクター（85馬力）
オペレータ料金

10a
1時間
1時間

100a
2時間30分
2時間30分

  1,000円
  2,000円
  1,200円　合計　4,200円

10,000円
   5,000円
   3,000円　合計　4,200円

機械名 単位 標準料金 備考

耕

起

・

砕

土

・

整

地

プ ラ ウ 10a 800

リバーシブルプラウ 10a 1,000

サブソイラ－ ･ プラソイラ－ 時計時間 1,500 3 本爪　　深さ 45㎝基準

ロータリーハロー 10a 1,500 正転ロータリー 1 回軸　2 回以上協議

ロータリーハロー 10a 2,000 正転ロータリー 1 回軸

ロータリー 10a 2,200 水田耕起

水田代掻きロータリー 10a 3,000 仕上げ迄

ヘビーカルチ等 時計時間 1,000

肥
料
・
石
灰
・
堆
肥
散
布

ブロードキャスター 10a 100 土改材は 50 円増

ライムソアー 10a 150 土改材は 50 円増

マニアスプレッター 時計時間 2,000 4 トン基準

融雪剤散布機 10a 600 スノーモービルも同じ

フロントローダー 時計時間 3,000 70 ～ 90 馬力　　トラクター本機 5 割増

播

種

・

移

植

総合播種機 10a 400 豆類、コーン

グレンドリル 10a 600 小麦専用

ポテトプランター 10a 900 2 畦

ビート移植機 10a 2,200 2 畦、施肥機、センサー付

田植機 10a 6,000 成苗ポット 500 円増

中

耕

・

除

草

・

管

理

カルチベーター 10a 200

施肥カルチ 10a 300

ロータリーカルチ 10a 800

〃　　　　培土付 10a 1,000

ブームスプレヤー 10a 300

ビークル 10a 600 水田

牧

草

・

コ

ー

ン

収

穫

モアーコンディショナ 10a 1,300

ジャイロテッター 10a 200

ジャイロレーキ 10a 200

ロールベーラー 糸付 1 個 1,200 1.5m × 1.2m　　ロール乾草基準

ラッピングマシーン 1 個 600 フィルム別途

フォレージハーベスター 10a 2,000

コーンハーベスター 10a 2,000

ラッピングワゴン 10a 250

機械名 単位 標準料金 備考

収

穫

コンバイン（水稲） 10a 10,000 倒状は割増協議

コーンハーベスター 10a 3,000

ポテトデガー 10a 800 茎葉処理

ポテトリーフチョッパー 10a 300 トラクター

ポテトハーベスター 10a 10,000

ビーンハーベスター 10a 3,000 大豆 2 割増

ビーンスレッチャー 10a 2,500

ビートタッパー 10a 500

ビートハーベスター 10a 4,000 タッパー付料金、タッパー無しは▲ 500 円

豆コンバイン 10a 8,000 倒伏は割増双方協議

ビートトレーラー 時計時間 1,000

ト
ラ
ク
タ

ー

ホイールタイプ 4WD

50 ～ 69 馬力 時計時間 1,800 セミクローラは 1,000 円割増

70 ～ 95 馬力 時計時間 2,000 セミクローラは 1,000 円割増

96 ～ 105 馬力 時計時間 2,500 セミクローラは 1,000 円割増

それ以上は 10 馬力増すごとに 250 円

クローラタイプ

95 馬力以下 時計時間 4,000

100 馬力以上 時計時間 5,000

そ

の

他

ストーンピッカー 時計時間 5,000

除雪機 時計時間 5,000 30 馬力クラス基準、それ以上は双方協議

スノーブロワー 時計時間 2,000

オペレーター料金 時計時間 1,200

移動搬送料金 5㎞未満 1,500 1㎞増すごとに 100 円

パワーハロー 10a 1,000
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第1131号　平成30年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■来年は「年号」が変わる。昭和の時代がいっそう遠のく感じがする。
激動の昭和に象徴されるようにあの忌まわしい戦争の突入から、敗戦に
至るまで一言に語るつもりはないが「美しい瑞穂の国」が疲弊した時代
であった。そして何もないところからの復興は高度成長を成し遂げ世界
に「ニッポン」の名を知らしめた。協同の歴史７０年は復興の歴史でもあっ
た。先輩が築いた艱難辛苦の歴史を忘れてはならない。■４０年以上続
いた減反政策が平成２９年で終わりを告げられた。稲作農業者を苦しめ
続けた減反政策の最初の目的は、国内では過剰だというのにカリフォル
ニア米輸入による余剰米の防波堤として国が作った「愚策」である。お
かげで府県は特に土地の荒廃が進んだ。不満のぶっつけ所がないのが今
の農政だ。

733 人

1,913 人

267 億 33 百万円

64 億 97 百万円

 11 億 26 百万円

43 億 29 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 2 月末）

発生件数　　3 件（  3 件）　《  1 件》
　　負傷　　3 人（  3 人）　《  1 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《  0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（3 月 20 日現在）

4
平

成
30年

4月
1日（

毎
月

1回
発

行
）

昭
和

45年
3月

5日
第

3種
郵

便
物

認
可

毎
月

1日
発

行
1131

熊
谷

留
夫

総
務

部
　

　

2日（月）　新規採用者辞令交付

5日（木）　第67回通常総代会

11日（火）　年金友の会総会

29日（日）　昭和の日

30日（月）　振替休日

美
瑛
選
果
の
隠
れ
た
名
品

「
い
り
豆
」
に
、「
し
ょ
う
ゆ
」

と
「
さ
と
う
が
け
」
が
仲
間
入
り
し
ま
し

た
！
2
月
20
日
発
売
の
「
し
ょ
う
ゆ
」
は

香
ば
し
い
醤
油
の
テ
イ
ス
ト
が
止
ま
ら
な

く
な
る
美
味
し
さ
。
3
月
1
日
発
売
の「
さ

と
う
が
け
」
は
甘
す
ぎ
ず
、
ほ
ん
の
り
優

し
い
味
わ
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容

量
は
ど
ち
ら
も
1
0
0
g
入
り
で
、
価
格

は
4
2
0
円
（
税
込
）
で
す
。

ま
た
B
i
e
i 
T
a
b
l
e
か
ら
、
美

瑛
産
た
ま
ね
ぎ
を
使
用
し
た
オ
ニ
オ
ン
ス

ー
プ
が
3
月
12
日
よ
り
販
売
中
。
美
瑛
で

収
穫
さ
れ
た
甘
み
の
豊
富
な
た
ま
ね
ぎ
を
、

う
ま
味
た
っ
ぷ
り
の
ア
メ
色
ス
ー
プ
に
仕

立
て
ま
し
た
。
内
容
量
は
6
g
パ
ッ
ク
が

3
個
入
り
で
2
5
0
円
（
税
込
）。

商
品
発
売

　

こ
れ
ら
の
新
商
品
は
、美
瑛
選
果
本
店
・

新
千
歳
空
港
店
・
有
楽
町
店
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

第37回理事会　3月16日（金）

■議案審議事項
議案第１号　平成 29 年度定例自治監査による期末監査結果について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　全国監査機構期末監査に係る結果について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 29 年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余

金処分（案）及び注記表、附属明細書の承認について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　第 67 回通常総代会開催に係る承認事項について
・原案どおり承認されました。
議案第 5 号　第 67 回通常総代会の提出議案について
・原案どおり承認されました。
議案第 6 号　平成 30 年度信用供与等の最高限度額の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第 7 号　平成 30 年度貸付金利率の最高限度について
・原案どおり承認されました。
議案第 8 号　平成 30 年度理事に対する貯金担保等の貸付について
・原案どおり承認されました。
議案第 9 号　平成 30 年度余裕金の運用方針及び運用方法について
・原案どおり承認されました。
議案第 10 号 固定資産の取得について
・原案どおり承認されました。
議案第 11 号 リースによる固定資産の賃借について
・原案どおり承認されました。

■協議事項
①第 63 回地区懇談会の意見集約結果について
②定款及び定款附属書役員選任規程の一部変更について
③信用事業規程の一部変更について
④ＪＡ北海道大会決議事項の着実な実践に関する特別決議（案）に

ついて
⑤役員報酬等審議会の答申結果について
⑥平成 30 年度振興対策組合員等のクミカン口による資金供給枠の設

定について
⑦退職職員に対する退職功労金の支給について

新

美瑛産素材を活かした
新商品ラインナップ


